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京
田
辺
議
０
８
０
１
０
５
寺

５
面

井

奥

口

口

の
設
置
は
難
し
い
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

増
員
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
。
ま

た
、
母
親
の
健
診
を
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
。

日
本
で
は
半
数
近
く
の
人
が

何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
抱

え
て
い
る
。
中
で
も
、
自
己
免
疫

機
能
を
自
分
で
攻
撃
・
破
壊
し
て

し
ま
う
タ
イ
プ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
そ
の
治

療
や
新
た
な
疾
患
の
発
症
に
追
わ

れ
、
仕
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
、

高
額
な
治
療
費
を
抱
え
る
こ
と
に

な
る
。
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
を
。

健
康
福
祉
部
長

さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
氾
濫
す
る
中
で
、
正
し
い

情
報
を
市
民
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

講
演
会
や
治
療
方
法
に
関
す
る
専

門
的
な
相
談
窓
口
の
開
設
を
府
保

健
所
に
要
望
し
て
い
る
。

う
観
点
か
ら
も
、
多
様
な
世
代
が

暮
ら
せ
る
よ
う
要
望
す
べ
き
。

建
設
部
長

市
と
し
て
も
必
要

に
応
じ
て
府
に
要
望
す
る
。

乳
幼
児
健
診
で
、
母
親
一
人

で
複
数
の
子
ど
も
を
連
れ
て
行
く

場
合
に
備
え
、
保
育
ル
ー
ム
の
設

置
を
。
ま
た
、
母
親
の
健
診
も
同

時
受
診
で
き
る
よ
う
検
討
を
。

健
康
福
祉
部
長

保
育
ル
ー
ム

が
、
市
の
認
識
及
び
分
析
は
。
ま

た
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
将
来
人
口

を
い
か
に
予
測
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
の
か
。
市
の
納
税
者
人

口
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長

今
後
も
市
内

各
地
で
開
発
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
８
万
人
の
枠
組
み
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
納
税

者
人
口
も
、
開
発
で
若
年
世
帯
の

人
口
増
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、
今
後

も
一
定
の
増
加
が

見
込
め
る
。

府
営
住
宅
田

辺
団
地
の
老
朽
化

は
著
し
く
、
高
齢

化
率
も
極
め
て
高

い
。
府
に
対
し
て
、

建
て
替
え
や
室
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
活
性
化
と
い

本
市
が
目
指
す
将
来
人
口

（
２
０
２
０
年
）
と
厚
生
労
働
省

発
表
の
予
測
人
口
（
２
０
２
５

年
）
と
に
１
万
人
の
差
が
あ
る
。

こ
の
差
は
大
変
大
き
い
と
考
え
る

建ち並ぶ団地群（府営住宅田辺団地）

年
に
１
回
）
に
参

加
す
べ
き
と
考
え

る
。

先
進
市
の

経
験
を
生
か
し
て

更
な
る
活
動
を
推

進
す
べ
き
と
考
え

る
。市

長

署
名

に
つ
い
て
は
、
現

在
５
２
１
筆
を
集

約
。
引
き
続
き
、

８
月
に
実
施
す
る

平
和
の
つ
ど
い
・
平
和
展
や
、
平

成

年
３
月
に
予
定
し
て
い
る
平

和
映
画
会
に
お
い
て
も
署
名
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

平

和
市
長
会
議
総
会
へ
の
参
加
は
、

公
務
と
重
な
り
見
送
る
こ
と
に
す

る
。

市
と
し
て
、
今
後
も
市
民

の
方
の
平
和
意
識
の
高
揚
に
努
め

て
い
き
た
い
。

な
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

自
治
体
が
市
民
へ
き
め
細
か
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組

み
と
な
る
こ
と
を
最
優
先
に
議
論

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

核
兵
器
禁
止
条
約

交
渉
開

始
等
を
求
め
る
市
民
署
名
活
動
の

計
画
と
方
針
に
つ
い
て
。

今
夏

開
催
の
平
和
市
長
会
議
総
会
（
４

日本国憲法の前文

問
答

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

問
答

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

問
答

問

答

南 部 登 志 子 議員（無会派）

問

答

南 部 登 志 子 議員（無会派）

問

答

安
倍
首
相
は
、
憲
法

条
を

と
り
あ
げ
、
現
在
衆
参
そ
れ
ぞ
れ

の
３
分
の
２
の
賛
成
と
さ
れ
て
い

る
憲
法
改
正
の
発
議
要
件
を
過
半

数
に
緩
和
す
る
と
し
て
い
る
。
こ

れ
が
、
時
々
の
多
数
派
の
都
合
で

憲
法
を
変
え
ら
れ
る
状
況
を
つ
く

り
だ
し
、
立
憲
主
義
を
破
壊
す
る

も
の
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
憲
法

条
改
正
に
つ
い
て
、

市
長
の
認
識
を
問
う
。

市
長

現
憲
法
に
お
い
て
示
さ

れ
て
い
る
個
人
の
尊
重
や
平
和
主

義
へ
の
決
意
と
い
っ
た
崇
高
な
理

念
は
、
未
来
永
劫
守
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
個
々
の
条
項

に
関
し
て
は
時
代
の
す
う
勢
に
よ

り
見
直
し
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
特
に

条
の

改
正
に
関
し
て
は
、
憲
法
改
正
手

続
き
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
と
い

う
特
質
を
踏
ま
え
て
、
国
会
の
場

に
お
い
て
慎
重
に
議
論
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

道
州
制

に
つ
い
て
の
市

長
の
認
識
を
問
う
。

市
長

そ
も
そ
も
、
道
州
制
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
明
確
に

問
答

増
富
理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

問
答

増
富
理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

問
答

生
活
保
護
基

準
の
引
下
げ
で
、

本
市
に
お
け
る
子

ど
も
へ
の
影
響
と

市
長
の
認
識
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、

基
準
が
下
が
る
こ

と
で
、
就
学
援
助

を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
世
帯
が
出
る
。

影
響
か
ら
子
ど
も

を
守
る
施
策
を
。

健
康
福
祉
部
長

子
ど
も
の
い
る

生
活
保
護
受
給
世

児童の登校する様子（田辺東小学校）

帯
は
、
約

・
６
％
の

世
帯
で
、

こ
の
８
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る

改
定
で
平
均
２
・
５
％
、
月
額
４

０
０
０
円
の
減
額
と
な
る
。

市
長

市
民
の
い
の
ち
を
守
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
り

が
十
分
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
て
国
や
府
へ
要
望
し
て
い
く
。

教
育
部
長

本
年
度
中
は
、
引

き
続
き
就
学
援
助
支
給
額
の
変
更

は
し
な
い
。
来
年
度
は
未
定
。

提
案
さ
れ
て
い
る

昼
食
提

供
事
業

は
、

中
学
校
給
食
を

実
施
し
て
欲
し
い

と
い
う
請
願

の
趣
旨
に
応
え
た
も
の
で
は
な
い
。

全
国
の
公
立
中
学
校
で

・
４
％

が
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校

給
食
法
の
視
点
で
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
給
食
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

教
育
部
長

欠
食
対
策
と
し
て

請
願
の
趣
旨
に
応
え
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

昼
食
提
供
事
業
が
最

終
的
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

給
食
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
田
辺
東
側
地
域
は
、
住
宅

地
に
接
し
た
商
店
街
の
地
域
で
あ

る
の
で
、
安
心
し
て
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
ラ
イ
フ
・
エ

リ
ア
構
想
）
が
必
要
で
あ
る
。
空

き
店
舗
や
そ
の
前
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
の
方
法
な
ど
も
含
め
、
も
っ
と

利
用
者
の
声
が
反
映
さ
れ
る
取
り

組
み
を
。

建
設
部
長

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
の
策
定
協
議
会
で
各
分
野
、

団
体
の
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
き

た
。
今
後
は

基
本
構
想
推
進
市

民
会
議

で
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
対

策
を
図
っ
て
い
く
。

経
済
環
境
部
長

現
在
、
住
民

交
流
ス
ペ
ー
ス

キ
ラ
ラ
の
駅

設
置
事
業
に
支
援
。
今
後
も
活
性

化
事
業
に
支
援
し
て
い
く
。

現
憲
法
の
平
和
主
義
は
世
界

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
安
倍
内
閣
や
自
民
党
は
全

面
的
な
改
憲
を
企
て
て
い
る
。
ま

た
、
憲
法
に
う
た
わ
れ
た
男
女
平

等
は
今
、
よ
う
や
く
具
体
的
な
も

問

答

次 田 典 子 議員（無会派）

問

答

次 田 典 子 議員（無会派）

問

答

の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
憲
法

条

に
は
、
市
長
を
含
む
全
て
の
公
務

員
の
憲
法
遵
守
義
務
が
書
か
れ
て

い
る
。
現
憲
法
に
対
す
る
市
長
の

考
え
を
表
明
せ
よ
。

市
長

個
人
の
尊
重
や
平
和
主

義
へ
の
決
意
と
い
っ
た
理
念
は
未

来
永
劫
守
る
べ
き
だ
。
男
女
平
等

も
当
然
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
。

条
改
正
に
つ
い
て
は
国
会
で
慎
重

に
論
議
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

改
憲
勢
力
は
橋
下
大
阪
市
長

も
含
め
て
、
戦
争
が
で
き
る
国
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
男
女
の

役
割
分
業
化
と
９
条
改
正
は
関
連

し
て
い
る
。
こ
の
議
場
に
い
る
女

性
管
理
職
が
一
人
と
い
う
現
状
か

ら
も
、
市
長
は
も
っ
と
憲
法
に
つ

い
て
学
ん
で
、
市
民
や
職
員
に
遵

守
す
る
意
思
を
表
明
す
べ
き
だ
。

市
長

そ
れ
は
議
員
の
考
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
す
る
こ
と
だ
。

教
育
委
員
会
は
戦
後
、
自
治

体
や
政
治
か
ら
独

立
し
た
団
体
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
。

そ
の
存
在
意
義
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長

教
育

委
員
会
は
戦
後
の

改
革
を
経
て
時
代

の
要
請
に
沿
っ
て

現
在
の
形
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
い

る
。

大
津
市
教
委

の
い
じ
め
自
殺
事

件
検
証
報
告
書
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
の
か
。
ま
た
教
育
委
員
会
会

議
を
も
っ
と
市
民
に
公
開
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

市
教
委
と
し
て
、

大
津
市
の
報
告
書
も
参
考
に
委
員

会
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
る
。
会
議
日
程
や
会
議
の
結
果

に
つ
い
て
も
、
今
年
４
月
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

５
月
に

大
住
駅
で
駅
員
が

羽
交
い
絞
め
に
さ
れ
る
強
盗
事
件

が
起
き
た
。
午
後
７
時
か
ら
無
人

に
な
る
が
何
と
か
で
き
な
い
の
か
。

ま
た
、
駅
周
辺
の
歩
道
整
備
や
駐

車
違
反
取
り
締
ま
り
を
す
べ
き
だ
。

危
機
管
理
監

か
ら
は
駅

有
人
化
は
困
難
と
の
回
答
で
あ
る
。

午後７時で窓口が閉じられる 大住駅

年（平成 年） 月 日


